
313  教育に関する事項

3 教員養成に関する取り組みについて

 1 中学・高等学校教員養成に関する取り組み

教育実習生の状況と指導体制

　学生個々に応じた履修指導や教育実習における事前・事

後指導等、徹底した個別指導をおこなった。2012年度は、

325名（京都学舎177名、瀬田学舎148名）が教育実習を

行い、中学・高等学校をあわせ、延べ525件の免許状を取

得した。

「教職実践演習」の確実な実施

　2013年度から開講される学びの軌跡の集大成として位

置づけられた「教職実践演習」に連動した、学生が履修状

況等を記録する「履修カルテ」について、有効に活用され

ているか検証を行い、充実を図った。

教員採用試験の支援強化

　本学教職課程の教員による履修指導や独自の採用試験対

策指導を行い、個別指導に注力した。また、深草学舎・瀬

田学舎において教員採用試験対策講座を実施し、2012年

度は、低学年層へ向けても講座の周知を図った結果、受講

生が増加した。当該講座は、事後アンケートでも好評であ

り教員志望への意識付けに繋がった。

教壇で活躍する龍谷大学卒業生の会（教龍会）の開催

　本学を卒業し、現職の教員で組織する「教壇で活躍する

龍谷大学卒業生の会（教龍会）」の総会・交流会を８月に

開催した。教育現場で活躍されているOB・OG、本学教

職員だけでなく教員を目指す在学生も参加し、総勢約70

名の参加のもと、卒業生同士の情報交換・交流を行い、在

学生のモチベーション向上にも繋がった。

 2 小学校教員養成に関する取り組み

サポート体制の強化

　2012年度は「小学校教諭免許状取得支援制度」の参加

者に対し、教職課程教員が定期的に資料の送付や面談を行

い、学生の成績表をもとに個別にきめ細やかな指導をおこ

なった。また、提携校との密な連携をとり、学生のサポー

ト体制の充実を図った。

 3 連合教職大学院に関する取り組み

広報体制の充実

　「京都教育大学大学院連合教職実践研究科（連合教職大

学院）」における説明会では、教職大学院教員による説明

及び本学を卒業して現在教職大学院で履修中の大学院生の

受験時の体験談、入学後の実状を話してもらうことで高度

専門職業人養成として教職大学院の概要を理解してもら

い、教員育成の必要性等の意識付けを図った。

特別推薦制度への対応

　連合教職大学院の特別推薦制度における学内選考では、

小論文・面接試験・模擬授業等を組み合わせ、学生が持つ

実践力を確認できる内容で実施し、学生へは、試験後に講

評をおこなう等の進学に向けた指導・アドバイスをおこな

った。結果として、京都教育大学連合教職実践研究科に本

学から推薦した６名全員が合格し、合格した学生を対象に

試験概要等に関するアンケート調査を実施し、後輩学生へ

の試験対策に対する情報提供に繋げた。

 4 教員免許状更新講習に関する取り組み

戦略的な広報の実施

　教員免許状更新講習は、４年目を迎え、これまでの実績

　本学の教員養成の理念である「確かな専門知識と

広く豊かな教養を身につけた教師」、「人間の成長・

発達について深い理解力を持つ教師」、「生徒に対す

る教育的愛情、教育者としての使命感を体現できる

教師」に基づき、国の施策に的確かつ柔軟な対応を

取りつつ、教員養成に係る指導・支援に迅速に対応

できる体制強化を図り、教職課程の充実・発展に努

めた。また、2012年８月に中央教育審議会から「教

職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向

上方策について（答申）」が出され、今後の教員養

成について修士レベル化していくことが改革の方向

性として位置づけられた。本学では、今後の龍谷大

学における教員養成のあり方について中教審答申の

内容も踏まえつつ、検討委員会を立ち上げ、教職課

程における質保証、教員養成改革における対応方策

等について検討をおこなった。
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から近隣学校等における認知度も高まった。2012年度は、

京都府・滋賀県・大阪府を中心に戦略的広報を行い、広く

本学の特色ある講習の周知を図った。

開講講習の刷新

　教員免許状更新講習は、本学の全学的な取り組みであり、

各学部と連携協力を図りながら実施している。2012年度

は、選択領域38講習のうち約半数を刷新し、各学部の特

色を活かした多様な内容の講習を開講した結果、1,090名

が受講した。受講後のアンケート結果によると概ね好評で

あり、運営方針である社会貢献等の機能を果たした。

 5 外部交流に関する取り組み

外部交流機能の促進

　学生の実践的な指導力を養うため、各教育委員会が独自

に実施している「教師塾」や「学校ボランティア」につい

て、積極的に情報収集を行い、学生への周知に努めた。学

校ボランティアへは約30名の学生が参加し、京都府教育

委員会が実施している教師力養成講座へは２名の学生が参

加することとなった。また、各教育委員会と積極的に連携

を図り、教員採用試験に係る学生向説明会を実施した。


	2_03_3
	コピー ～ 2_03_3.pdf



